
（ 壁付暖炉）  

第６ 条 壁付暖炉の位置及び構造は、 次に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ）（ せ）  

⑴ 背面及び側面と 壁等と の間に 1 0 セン チメ ート ル以上の距離を 保つこ と 。 ただし 、 壁等が耐

火構造であつて間柱、下地その他主要な部分を 準不燃材料で造つたも のの場合にあつては、こ

の限り でない。（ か）（ ひ）  

⑵ 厚さ 2 0 セン チメ ート ル以上の鉄筋コ ン ク リ ート 造、 無筋コ ン ク リ ート 造、 れんが造、 石造

又はコ ン ク リ ート ブロ ツ ク 造と し 、かつ、背面の状況を 点検する こ と ができ る 構造と する こ と 。 

２  前項に規定する も ののほか、 壁付暖炉の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条（ 第１

項第１ 号、第７ 号及び第９ 号から 第 1 2 号ま でを 除く 。） の規定を 準用する 。（ う ）（ か）（ け）（ せ） 

 

【 解説】  

 本条は、 建築物と 一体を なす壁付暖炉に対し て規制し たも のであ る 。  

 壁付暖炉は、 燃料と し て薪を 使用する も のが多く 、 かつ、 洋風の建築物においてし ばし ば見受けら

れる も のである 。 し かし 、 最近では、 単に装飾用の目的と し て造ら れる も の、 移動式のス ト ーブを 入

れて利用する も の等、特に煙突を 設ける こ と を 必要と し ない摸造壁付暖炉が多く 見受けら れる 。こ れ

ら 模造的なも のはも ちろ ん本条の対象と なら ず、移動式のス ト ーブを 入れたも のは、燃料種別ご と そ

れぞれ第 1 9 条から 第 2 1 条ま でに規定する 器具の規制を 受ける こ と と なる 。  

１  第１ 項第１ 号は、 壁付暖炉の背面及び側面は、 伝熱によ る 火災危険を 少なく する ため、 壁、 柱そ

の他建築物の部分から 1 0 セン チメ ート ル以上の間隔を 保たなければなら ないこ と を 規定し てい

る 。 ただ、 壁等が耐火構造の場合は、 火災発生危険がないのでこ れを 除外し ている 。  

 

２  第１ 項第２ 号は、 壁付暖炉の耐火性について、 その構造を 規定し 、 目地のゆる みその他の亀裂等

を 発見し やすいよ う に、 背面の点検ができ る 構造と する こ と と し ている 。  

 

３  第２ 項は、 第３ 条の炉の位置、 構造及び管理についての規定が同条第１ 項第１ 号、 第７ 号及び第

９ 号から 第 1 2 号ま でを 除いて、 壁付暖炉に準用さ れる こ と を 規定し ている 。  


